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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
２４UAカリ･総人社･心理長野･臨床心理学

【心理・長野臨床】心理学分野の高度な知識・技能を有する。 心理学分野の高度な知識・技能を有する。⇔

２６UAカリ･総人社･心理長野･臨床心理学, ２５UAカリ･総人社･心理長野･臨床心理学

【心理】心理学分野の高度な知識・技能を有する。 心理学分野の高度な知識・技能を有する。⇔

【心理】量的・質的分析方法を身につけると同時に、地域・社 量的・質的分析方法を身につけると同時に、地域・社会・経済
会・経済の抱える課題について、課題解決に必要な情報を収集 の抱える課題について、課題解決に必要な情報を収集する能力
する能力及び収集した情報を適切に分析する能力を有する。各 及び収集した情報を適切に分析する能力を有する。各領域の特
領域の特徴を学び多面的に展開できる応用力を有する。資格取 徴を学び多面的に展開できる応用力を有する。資格取得を目指
得を目指すものは、心理に関する支援を要する者の心理状態を すものは、心理に関する支援を要する者の心理状態を分析する
分析する力、心理学分野の知識・技能を相談及び助言に応用す 力、心理学分野の知識・技能を相談及び助言に応用する能力を
る能力を有する。 有する。

⇔

【心理】多領域のステークホルダーを動員し、地域・社会の課 多領域のステークホルダーを動員し、地域・社会の課題に対し
題に対して主力的に取り組みながら、独創的な提案を行う力、 て主力的に取り組みながら、独創的な提案を行う力、問題解決
問題解決に不可欠な総合的なシナリオを提示できる提案力を有 に不可欠な総合的なシナリオを提示できる提案力を有する。資
する。資格取得を目指すものは、心理に関する効果的な支援を 格取得を目指すものは、心理に関する効果的な支援を提案でき
提案できる能力を有する。 る能力を有する。

⇔

(2)授業の概要 本講義は講義形式部分、演習部分を往還しつつ学習を深める。全員参加型の授業となる。

(3)授業計画 ＜第1回～第7回　担当　川崎隆教員＞
第１回：オリエンテーション
第２回：面接の枠構造、記録に関する講義
第３回：臨床心理面接のロールプレイ：ラポール形成①基本の関わり
第４回：臨床心理面接のロールプレイ：ラポール形成②面接を始める
第５回：臨床心理面接のロールプレイ：アセスメント①主訴と現病歴
第６回：臨床心理面接のロールプレイ：アセスメント②生活歴と家族歴
第７回：臨床心理面接のロールプレイ：治療契約
＜第8回～第14回　担当　茅野理恵教員＞
第8回：インテーク面接　②半構的面接
第9回：治療計画の立案
第10回：カウンセリング初期
第11回：カウンセリング中期
第12回：カウンセリング終盤
第13回：面接のリファー・面接の終わりとフィードバック
第14回：臨床心理士としての自己研鑽

最終レポート
期末試験  無

(4)成績評価の方
法

1)以下を総合して判定する。
・授業への主体的・積極的な関与を確認する「授業実績」：50％
・毎回の授業内容の理解度を確認する「振り返りレポート」：25％          
・授業のねらいの達成度を確認する「最終レポート」：25％
＊評価割合は若干の調整を行うことがある。
2)得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上　秀，89-80％　優，79-70％　良，69-60％　可，59％以下　不可

(5)成績評価の基
準

①ディスカッションへの積極的な参加
②授業後の振り返りレポートにおける授業内容の理解度
③課題の内容について自身の体験と照らし合わせて検討することができたか
④他者の意見を取り入れながら検討することができたか
以上４つの観点について
①～④の４項目を満たし、且つ新たな視点を組み入れつつ検討することができていれば「卓越している
」
①～④のうちの4項目を満たしていれば「かなり上にある」
①～④のうちの3項目を満たしていれば「やや上にある」
①～④のうちの2項目を満たしていれば「その水準にある」

(6)事前事後学習
の内容

・毎回の授業を進めるにあたり、事前に指定した課題についてレポートをまとめて授業に出席すること。
・毎回の授業後には、授業で学んだ内容について振り返り、感想と共にレポートにまとめて提出するこ
と。
・この授業は90時間の学修を必要とする内容である。従って,60時間以上の時間外学習が必要となる。

(7)履修上の注意 この授業は、臨床心理学コースの臨床心理士養成必修の授業です。他の学生は受講できませんので、ご
注意ください。
障害による修学上の困難がある方は相談してください。

(8)質問,相談への
対応

茅野理恵(E403)　　
Tel：026:238-4207　e-mail：chinori@shinshu-u.ac.jp



(8)質問,相談への
対応

川崎　隆(E***)
Tel：026:238-　　　e-mail：****@shinshu-u.ac.jp

【教科書】 M･ハーセン・V･Bヴァンハッセル編　2001　臨床面接のすすめ方　初心者のための13章　日本評論社　
3000円

【参考書】 張賢徳・池田健・近藤伸介訳『精神科面接マニュアル 第3版』、メディカルサイエンスインターナショ
ナル、2013年、ISBN：978-4895927567
日本精神神経学会 精神療法研修委員会編『精神科初診面接の教科書』、新興医学出版社、2024年、
ISBN：978-4880029320

飽田典子　1999　遊戯法　子どもの心理臨床入門　新曜社　3200円
熊倉伸宏　2003　追補版　面接法　新興医学出版社　1500円
土居健郎　1992　新訂　方法としての面接　臨床家のために　1800円
馬場禮子　2006　精神分析的心理療法の実践　クライエントに出会う前に　岩﨑学術出版社　3200円
N.ﾏｯｸｳｨﾘｱﾑｽﾞ　2019　ｹｰｽの見方・考え方　精神分析的ｹｰｽﾌｫｰﾐｭﾚｰｼｮﾝ　創元社　4200円
松木邦裕　2015　耳の傾け方　こころの臨床家を目指す人たちへ　岩﨑学術出版社　2700円


